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十
日
町
�

塩之又山菜まつり
塩之又森林公園では５月２日e、塩之又山

菜まつりが行われました。約100人の参加者

は、自然が与えてくれた春の味覚と地元の皆

さんの温かいもてなしを楽しんでいました。

成人おめでとう
５月３日（憲法記念日）、成人式がクロス

10で行われ、745人の若者が新しい人生の

門出を迎えました。466人が出席した式典で

は、新成人を代表して尾身昌太郎さん（谷内

丑第１）と桑原晴美さん（土市第１）が市民

憲章を朗読し、決意を新たにしていました。

第26回

５
月
３
日

５
月
３
日

▼クロアチアキャンプをＰＲ

▲
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高
橋
正
平
さ
ん
が
、
教
育
関
係
分
野
の

高
齢
者
叙
勲
で
勲
五
等
瑞
宝
章
を
受
章
さ

れ
ま
す
。

高
橋
さ
ん
は
、
昭
和
９
年
の
田
沢
尋
常

高
等
小
学
校
を
振
り
出
し
に
通
算
39
年
間

の
教
職
人
生
を
歩
み
ま
し
た
。
戦
前
か
ら

戦
後
の
混
乱
期
に
あ
っ
て
は
、
訓
導
そ
し

て
教
諭
と
し
て
活
躍
し
、
書
写
指
導
や
図

工
指
導
に
優
れ
た
実
績
を
残
し
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
図
工
教
育
で
は
郡
市
内
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
卓
越
し
た
指
導
力
を
発
揮

し
、
多
く
の
教
え
子
が
県
及
び
全
国
展
で

上
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

昭
和
43
年
に
は
川
治
小
学
校
長
と
し
て

赴
任
し
、
校
舎
の
増
築
や
環
境
整
備
、
創

立
百
周
年
記
念
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
交
通
安
全
教
育
の
一
環
と
し
て
力

を
入
れ
た
自
転
車
の
乗
り
方
の
県
大
会
で

は
優
勝
３
回
を
飾
り
、
全
国
大
会
出
場
を

果
た
し
ま
し
た
。
48
年
３
月
に
退
職
す
る

ま
で
５
年
間
で
卒
業
生
５
０
０
人
以
上
の

似
顔
絵
を
描
き
続
け
て
き
ま
し
た
。

退
職
後
も
、
自
宅
に
書
道
塾
を
開
設
す

る
か
た
わ
ら
、
公
民
館
青
年
学
級
講
師
、

近
隣
小
学
校
の
毛
筆
書
写
指
導
講
師
と
し

て
活
躍
し
、
教
え
子
は
全
国
展
に
お
い
て

常
に
最
優
秀
の
成
果
を
収
め
て
い
ま
す
。

「
教
え
子
か
ら
お
祝
い
の
電
話
が
く
る

と
、
大
変
う
れ
し
い
」
と
、
受
章
が
決
ま

っ
た
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

村
山
益
栄
さ
ん
が
、
消
防
功
労
者
と
し

て
勲
六
等
単
光
旭
日
章
を
受
章
さ
れ
、
伝

達
式
が
５
月
２
日
e
に
県
庁
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

村
山
さ
ん
は
、
農
業
の
か
た
わ
ら
昭
和

18
年
に
川
治
村
警
防
団
に
入
団
し
ま
し

た
。
以
来
、
兵
役
の
１
年
間
を
の
ぞ
き
、

平
成
13
年
に
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

十
日
町
市
消
防
団
を
退
職
す
る
ま
で
57
年

の
長
き
に
わ
た
り
、
地
域
防
災
に
尽
力
し

て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
、
十
日
町
市
消
防
団
の
班

長
、
部
長
、
分
団
長
な
ど
を
歴
任
し
、
平

成
３
年
か
ら
は
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組

合
十
日
町
市
消
防
団
副
団
長
と
し
て
活
躍

し
て
き
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
幹
部
と

し
て
後
進
の
指
導
や
職
務
に
精
励
し
た
功

績
で
、
昭
和
56
年
に
は
消
防
庁
長
官
か
ら

永
年
勤
続
功
労
章
を
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

村
山
さ
ん
は「
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。

先
輩
や
消
防
署
な
ど
か
ら
指
導
い
た
だ
い

た
お
か
げ
で
す
。
十
日
町
市
消
防
団
が
い

た
だ
く
も
の
を
代
理
で
い
た
だ
い
た
気
持

ち
で
す
。
親
せ
き
や
知
り
合
い
の
方
か
ら

お
祝
い
の
電
話
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
」
と
受
章
の
喜
び
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。

勲
五
等
瑞
宝
章

高
　
橋
　
正
　
平
さ
ん

大
正
３
年
４
月
５
日
生
ま
れ
・
88
歳

（
妻
有
町
東
１
丁
目
）

村
　
山
　
益ま
す

栄え
い

さ
ん

昭
和
２
年
１
月
26
日
生
ま
れ
・
75
歳

（
関
根
第
１
）

上
　
村
　
勝か
つ

一い
ち

さ
ん

昭
和
11
年
８
月
26
日
生
ま
れ
・
65
歳

(

北
新
田
第
２)

小
　
林
　
照て
る

一い
ち

さ
ん

大
正
12
年
５
月
２
日
生
ま
れ
・
79
歳

（
城
之
古
第
２
）

４月28日Aの春の叙
じょ

勲
くん

や各分野で活躍 された皆さんの褒
ほう

章
しょう

が発表されました。

市内では次の４人が栄誉に輝きました。

勲
五
等
瑞ず

い

宝ほ
う

章
し
ょ
う

勲
六
等
単
光
旭
日
章

勲
六
等
単た

ん

光こ
う

旭
き
ょ
く

日じ
つ

章
し
ょ
う

黄
綬
褒
章

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

永
年
に
わ
た
り
郵
便
運
送
業
務
に
従
事

し
、
郵
便
局
事
業
の
発
展
に
寄
与
し
た
上

村
勝
一
さ
ん
が
黄
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

上
村
さ
ん
は
、
十
日
町
郵
便
局
の
郵
便

運
送
受
託
者
と
し
て
31
年
５
か
月
間
、
十

日
町
郵
便
局
と
郡
市
内
各
郵
便
局
間
の
郵

便
物
運
送
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。
昭
和

45
年
12
月
１
日
か
ら
は
十
日
町
・
仙
田
線

（
十
日
町
郵
便
局
〜
千
手
郵
便
局
〜
橘
郵

便
局
〜
仙
田
郵
便
局
）
の
郵
便
物
運
送
委

託
を
、
59
年
２
月
か
ら
現
在
は
十
日
町
・

越
後
田
沢
線
（
十
日
町
郵
便
局
〜
土
市
郵

便
局
〜
越
後
田
沢
郵
便
局
）
の
郵
便
物
運

送
委
託
を
受
け
、
３
６
５
日
休
み
な
く
、

時
間
厳
守
で
郵
便
物
の
正
常
運
行
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

晴
れ
の
褒
章
に
輝
い
た
上
村
さ
ん
は
、

「
こ
ん
な
す
ご
い
褒
章
を
も
ら
う
な
ん
て

思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
だ
実
感

が
わ
き
ま
せ
ん
。
56
豪
雪
や
59
豪
雪
の
と

き
な
ど
、
つ
ら
く
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
体
が
丈
夫
で
長
い
間
続
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
仕
事
は
３
６
５

日
休
む
わ
け
に
い
き
ま
せ
ん
の
で
、
続
け

て
こ
れ
た
の
は
郵
便
局
の
仲
間
や
家
族
の

お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
交
通
事
故
に

気
を
つ
け
て
、
体
調
を
管
理
し
健
康
を
維

持
し
て
が
ん
ば
り
た
い
で
す
」
と
受
章
の

喜
び
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
農
業
の
発
展
に
力
を
注
い
で
き
た

小
林
照
一
さ
ん
が
黄
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

小
林
さ
ん
は
「
あ
た
り
前
の
こ
と
を
あ

た
り
前
に
し
て
き
た
だ
け
。
す
ば
ら
し
い

先
輩
・
仲
間
・
後
輩
に
恵
ま
れ
、
家
族
に

支
え
ら
れ
、
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
受
章
で

き
た
も
の
で
す
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
23
年
に
川
治
村
農
業
協
同
組
合
理

事
に
就
任
し
た
小
林
さ
ん
は
、
39
年
に
市

内
の
農
協
が
合
併
し
て
か
ら
は
十
日
町
市

農
業
協
同
組
合
の
理
事
、
54
年
に
は
専
務

理
事
、
平
成
４
年
に
組
合
長
に
就
任
し
、

10
年
に
勇
退
し
ま
し
た
。
半
世
紀
に
渡
り

農
協
運
営
に
尽
力
し
、
農
協
合
併
を
進
め

る
な
ど
経
営
を
確
立
さ
せ
、
県
内
有
数
の

優
良
農
協
に
築
き
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
地
域
農
業
者
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
施
設
キ
ノ
コ
を
導
入
し
県
内
一
の

生
産
地
を
築
き
あ
げ
る
な
ど
、
地
域
農
業

の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

ま
た
、
高
齢
化
社
会
の
中
で
福
祉
事
業

へ
の
取
り
組
み
も
強
化
し
、
社
会
福
祉
法

人
や
ま
び
こ
を
設
立
し
て
、
初
代
理
事
長

に
就
任
し
ま
し
た
。

小
林
さ
ん
は
「
私
は
生
ま
れ
な
が
ら
の

百
姓
で
土べ
と

が
好
き
。
き
ち
ん
と
土
を
つ
く

れ
ば
生
命
を
支
え
る
物
が
毎
年
産
ま
れ
る

こ
と
を
誇
り
に
思
う
。
ま
た
そ
の
こ
と
を

伝
え
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

黄お
う

綬じ
ゅ

褒ほ
う

章
し
ょ
う

黄
綬
褒
章

黄お
う

綬じ
ゅ

褒ほ
う

章
し
ょ
う

喜 びの 叙勲・褒章
ございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますございますおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとうおめでとう



7 平成14年5月10日号 6

有利な市の融資制度を ご利用ください有利な市の融資制度を

新 規 創 業 支 援 資 金

新事業・新技術等開発支援資金

中 小 企 業 振 興 資 金

地 方 産 業 育 成 資 金

企 業 設 置 資 金

小売商業近代化資金

離 職 者 支 援 資 金

経済景気対策特別資金

勤労者住宅建設資金

地域集会施設建設費等資金

排水設備等設置資金

克雪住宅づくり資金

公 害 防 止 資 金

診療所施設整備資金

駐 車 場 設 置 資 金

資　　金　　名 資 金 使 途 貸　　　　付　　　　対　　　　象 貸 付 限 度 額 貸付利率 期　間 取 扱 金 融 機 関 市役所問い合わせ先

運 転 ・ 設 備
市内に工場または店鋪などを有し、かつ同一事業を６か月以上営む
中小企業者（鉱工業・運送業・卸売業・サービス業）。ただし、市
税など完納している個人・法人

設 備 ・ 運 転
引き続き同一事業を６か月以上営む中小企業（企業グループ及び組

合など含む）。ただし、市税など完納している個人・法人

設 備 ・ 運 転
具体的な計画により、市内で創業する個人及び会社（創業後５年を
経過していないものを含める）。ただし、市税など完納している個
人・法人

運 転 ・ 設 備
市内に住所または事業所を有し、かつ同一事業を１年以上営む中小
企業者（鉱業・建設業・製造業・卸売業・小売業・飲食業・運輸通信
業・サービス業）。ただし、市税など完納している個人・法人

用 地 取 得 造 成
建 設 ・ 設 備

市企業設置奨励条例により「奨励企業」の指定を受けた企業

店 鋪 新 築 ・ 増
改築・改装など

市内に住所または店鋪を有し、かつ引き続き同一事業を１年以上営

む小売商業者。ただし、市税など完納している個人・法人

生 活 資 金
市内居住者で、倒産・事業所閉鎖などによる離職者・内職者で、公

共職業安定所に求職票を提出してある者。ただし、市税など完納者

運 転
市内に事業所を有し、引き続き同一事業を３年以上営み、市税など完納してい

る中小企業者で、不況の影響により、最近３か月の売上（生産）高が過去３年

間のいずれかの年と比較して10％以上減少し、経営に支障をきたしている者

市内に自ら居住するための住宅を新築改築・購入しようとする者

集会の場としての施設の新築、新築に準ずる改築・購入、または集

会施設の用に供する土地を購入する者

処理地区内における建築物の所有者または占有者で排水設備などの

設置工事を行う者。ただし、下水道受益者負担金、市税などの完納者

個人または法人（従業員30人未満）で市税などを完納している者、

かつ貸付金の償還が取扱金融機関の定める条件に適合する者

資本金5,000万円以下、従業員300人以下の中小企業または個人で、

市内に工場または事業所を有する者

診療所の施設・設備・用地取得、十日町市・中魚沼郡医師会の会員で、

会の承認を得た者

市長の定める区域内に自動車５台以上の収容能力を有する駐車場を

新たに設置する者で、市内在住の個人または法人など

市土地区画整理事業の地権者で十日町駅西土地区画整理事業付換地
取扱要領の規程に基づく付換地を購入しようとする個人または法
人。ただし、市税など完納者、貸付金の償還能力などを有する者

住 宅 新 築
改 築 ・ 購 入

地域集会施設新改
築・購入・土地購入

排水設備などの

設 置

融雪式・耐雪式・
落雪式住宅の新
築・改築・改良

公害除去防止など
機器設置、工場移転

施設・医療機器購
入設置、用地購入

駐 車 場 設 置

付 換 地 購 入

500万円
信用保証付 1.95％
信用保証無 2.45％

５年以内

2,000万円
信用保証付 2.00％
信用保証無 2.50％

10年以内

2,000万円
信用保証付 2.00％
信用保証無 2.50％

運転資金
５年以内

設備資金
７年以内

1,000万円
信用保証付 1.95％
信用保証無 2.45％

運転資金
５年以内

設備資金
７年以内

１億5,000万円 2.05％ 11年以内

3,000万円 2.05％ 10年以内

50万円 1.75％ ３年以内

1,000万円
信用保証付 1.65％
信用保証無 2.15％

７年以内

500万円 2.30％

一般貸付
10年以内
担保貸付
20年以内

総事業費から、自己資
金・補助金・寄付金な
どを差し引いた額

2.40％ 10年以内

100万円 2.20％ ５年以内

500万円 2.40％ 10年以内

1,000万円 2.05％ ７年以内

１億円 2.40％ 10年以内

営業用など（１億円）
その他（1,000万円）

2.40％ ５～10年

500万円 2.40％ 10年以内

第四・北越・大光・県信用

組合（十日町・下条）・十

日町農協

労　働　金　庫

第四・北越・大光・県信用

組合（十日町・下条）・十

日町農協

第四・北越・大光・県信用
組合（十日町・下条）・十
日町農協・労働金庫

商 工 観 光 課

57─3111（内線264）

企 画 人 事 課

57─3111（内線216）

下　水　道　課
52─7441

建設課克雪利雪対策室
57─3111（内線274）

市 民 生 活 課
57─3111（内線157）

健 康 福 祉 課
57─3111（内線142）

市 民 生 活 課
57─3111（内線157）

区 画 整 理 課
52─7512

十日町駅西土地区画整理
事業宅地規模適正化資金

前回の市報（平成14年４月25日<864
号）に掲載した融資制度の「貸付利率」の
記載内容に誤りがありました。深くおわ
びするとともに下表のとおり訂正します。ご利用ください
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◆申込み・問合せ
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前
年
度
に
比
べ
、
可
燃
物
は
９
０
６
ｔ

（
７
・
１
％
）
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、

不
燃
物
は
８
９
７
ｔ
（
24
・
１
％
）
減
少

し
ま
し
た
。

前
年
度
に
比
べ
、
紙
類
は
５
０
６
ｔ

（
41
・
３
％
）
増
加
し
、
鉄
・
ア
ル
ミ
類
は

41
ｔ
（
11
・
７
％
）
増
加
し
ま
し
た
。
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
は
７
６
０
o
（
１
・
０
％
）
減

少
し
、
ト
レ
ー
・
カ
ッ
プ
麺
容
器
は
、
１
、

１
４
０
o
（
４
・
８
％
）
増
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
び
ん
類
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が

昨
年
度
か
ら
新
た
に
収
集
さ
れ
ま
し
た
。

（
そ
れ
ぞ
れ
３
４
２
ｔ
、
１
２
８
ｔ
）

（
右
下
グ
ラ
フ
）

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
識
が
高
ま
り
、
分

別
収
集
が
浸
透
し
て
き
た
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ

市
民
生
活
課
生
活
環
境
係
1

57
│
３
１
１
１
（
内
線
１
５
７
）
ま
た

は
十
日
町
地
域
衛
生
施
設
組
合
1
52
│

３
９
２
４

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
霧
谷
埋
立
地

は
４
月
17
日
d
か
ら
開
場
し
て
い
ま
す
。

搬
入
路
は
、
川
西
町
道
か
ら
田
中
藤
沢

線
（
通
称
‥
長
福
寺
沢
線
）
の
順
路
で
す
。

国
道
２
５
２
号
越
ヶ
沢
ト
ン
ネ
ル
中
仙
田

側
か
ら
林
道
経
由
は
、
工
事
中
の
た
め

「
全
面
交
通
止
」
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

県
道
十
日
町
川
西
線
（
吉
田
山
谷
か
ら
の

道
路
）
も
通
行
で
き
ま
せ
ん
。

霧
谷
処
分
場
は
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処

分
場
で
す
。
ご
み
の
分
別
・
資
源
化
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。
可
燃
物
や
産
業
廃
棄
物

は
絶
対
に
持
ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

十
日
町
地
域
衛
生
施
設
組
合

1
52
│
３
９
２
４

霧
谷
埋
立
処
分
場
開
場

ご
　
　
　
み

資
　
源
　
物
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ご
み
が
減
っ
た
よ
！

ご
み
が
減
っ
た
よ
！

講　　座　　名 定員 受講料 予　定　内　容 期　　　日 時　　間

６月５日d・６日e 午後７時～10時

6月15日g・16日a

７月９日c・10日d 午後７時～10時

９月10日c・11日d 午後２時～５時2,000円15

細かい書式設定、表現力のある文

書作成、表と罫線、ウィザード機

能の活用など
10月１日c・２日d 午前9時30分～午後0時30分

10月８日c・９日d 午後７時～10時

10月22日c・23日d 午後２時～５時

2,000円15

複数のシート活用、細かい書式設

定・印刷設定、グラフ・関数の応用、

データベース及び集計機能など

６月26日d・27日e 午後７時～10時

７月13日g・14日a 午後２時～５時

9月18日d・19日e

10月17日e・18日f 午後２時～５時

午後７時～９時

午後７時～９時無　料12

画像加工ソフト

（PhotoshopElements）を使った、

画像加工の実習
10月29日c・30日d 午後２時～４時

12
Macintoshマシンの操作入門と、ち

ょっと便利な使い方の実習
７月23日c・24日d 午後７時～９時

情報館主催

コンピュータ研修（前期）
受講者募集

十日町情報館　〒948-0072 西本町２　1５０－５１００

情報館主催

９月25日d・26日e

７月３日d・４日e

午後２時～５時

午後２時～５時

日
本
語
入
力
や
マ
ウ
ス
操
作
、
Ｗ
ｉ
ｎ

ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
の
基
本
操
作
が
無
理
な
く
行
え

る
人
。

※
操
作
に
不
安
の
あ
る
人
は
、
Ｉ
Ｔ
講
習

会
を
優
先
し
て
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

【
往
復
は
が
き
で
の

申
込
み
を
優
先
し
ま
す
】

■
往
信
は
が
き
裏
面

①
希
望
講
座
名
（
一
人
２
講
座
ま
で
受

講
可
能
）
②
希
望
日
程
③
郵
便
番
号
④
住

所
⑤
氏
名
⑥
電
話
番
号
を
書
い
て
く
だ
さ

い
。

■
返
信
は
が
き
あ
て
名
欄

①
住
所
②
氏
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
締
切
り

５
月
22
日
d
（
当
日
消
印
有
効
）

※
５
月
29
日
d
ま
で
に
結
果
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。
先
着
順
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。）

【
定
員
に
達
し
な
い
講
座
は
電
話
・

窓
口
で
の
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
】

５
月
30
日
e
午
前
９
時
30
分
か
ら
、
先

着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。

往
復
は
が
き
に
よ
る
申
込
み
と
同
様
の

内
容
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
満
員
の
講
座
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
ン
セ

ル
待
ち
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
受
講
資
格

◆
申
込
み
方
法

Macintosh入門研修

Web画像加工入門研修

E x c e l応用研修

Wo r d応用研修

紙ひもを利用しましょう

市内で回収された牛

乳パックを再生利用し

た紙ひもが販売されて

います。

十日町圏域３市町の

資源ごみ再生処理委託業務を受けている井上商

店が、回収した牛乳パックを県外の製紙会社で

再生しました。ホワイトリードと名付けられた

この商品は、「ＮＰＯなかまたち」が販売代理

店となり、取り扱っています。

新聞・雑誌・段ボールなどをしばったままリ

サイクル可能な、環境に優しい紙ひもです。ま

た、麻ひもよりも強度があります。ぜひ、ご活

用ください。

◆値　段 300円（消費税別・１巻100ｍ）

◆販売先　ＮＰＯなかまたち（152‐5339)

リホームムラヤマ（152‐3505)

※この商品のほかにも、紙ひもは販売されてい

ます。積極的に利用しましょう。

紙ひもを利用しましょう

市
で
は
昨
年
４
月
か
ら
、
ご
み
を
減
ら

す
た
め
に
分
別
数
を
15
に
拡
大
し
て
収
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
の
も
と
、
多
く
の
資
源
物
が
収
集

さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
の
収
集
量
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
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４
月
29
日
b
、
ク
ロ
ア
チ
ア
サ
ッ
カ
ー

協
会
の
ゾ
リ
ス
ラ
ブ
・
ス
レ
ブ
リ
ッ
チ
事

務
局
長
が
十
日
町
市
を
訪
れ
、
十
日
町
キ

ャ
ン
プ
推
進
委
員
会
と
の
間
に
キ
ャ
ン
プ

に
か
か
わ
る
契
約
を
結
び
ま
し
た
。

契
約
で
は
、
十
日
町
キ
ャ
ン
プ
の
期
間

が
５
月
20
日
b
〜
６
月
２
日
a
（
た
だ
し

５
月
25
日
G
・
26
日
A
は
富
山
遠
征
）
に

決
ま
っ
た
ほ
か
、宿
泊
条
件
や
施
設
備
品
、

期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
も
項
目
が

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

■
宿
泊
条
件

ク
ロ
ア
チ
ア
サ
ッ
カ
ー
協
会（
Ｈ
Ｎ
Ｓ
）

は
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
別
館
を
専
用
使
用
し
ま

す
。
推
進
委
員
会
は
期
間
中
の
宿
泊
費
を

負
担
し
ま
す
。
た
だ
し
、
電
話
代
や
ル
ー

ム
サ
ー
ビ
ス
な
ど
は
Ｈ
Ｎ
Ｓ
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

■
食
事

Ｈ
Ｎ
Ｓ
は
専
任
コ
ッ
ク
を
１
人
、
推
進

委
員
会
は
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
２
人
の

コ
ッ
ク
を
配
置
し
、
お
互
い
に
協
力
し
て

料
理
を
作
り
ま
す
。

■
リ
ラ
ッ
ク
ス
ス
ペ
ー
ス

推
進
委
員
会
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
ス
ペ
ー
ス

に
、
ビ
リ
ヤ
ー
ド
１
台
、
テ
ー
ブ
ル
サ
ッ

カ
ー
ゲ
ー
ム
１
台
、チ
ェ
ス
ゲ
ー
ム
４
台
、

ダ
ー
ツ
２
台
、
ト
ラ
ン
プ
カ
ー
ド
ほ
か
を

設
置
し
ま
す
。

ク
ロ
ア
チ
ア
代
表
チ
ー
ム
は
、
十
日
町

市
に
滞
在
す
る
間
に
、
次
の
こ
と
に
取
り

組
む
予
定
で
す
。

■
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
「
サ
ッ
カ
ー
ス

ク
ー
ル
」
を
５
月
22
日
d
〜
24
日
f
の
間

に
最
低
１
回
開
催
す
る
予
定
で
す
。

■
市
民
の
た
め
に
、
公
開
練
習
を
で
き
る

だ
け
多
く
行
う
予
定
で
す
。

■
推
進
委
員
会
が
募
集
す
る
、
練
習
時
の

ボ
ー
ル
ボ
ー
イ
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り

受
け
入
れ
る
予
定
で
す
。

■
市
街
地
に
ク
ロ
ア
チ
ア
を
紹
介
す
る
テ

ン
ト
を
設
け
る
予
定
で
す
。

ス
レ
ブ
リ
ッ
チ
事
務
局
長
は
契
約
に
先

立
ち
、
練
習
場
と
な
る
当
間
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
視
察
し
ま
し
た
。
３
月
の
視
察

時
に
は
、
背
丈
を
超
え
る
雪
の
下
に
あ
っ

た
地
面
が
顔
を
出
し
、
一
面
の
緑
に
な
っ

た
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
立
ち
入
っ
た
事
務
局
長

は
、
「
こ
こ
な
ら
ば
、
選
手
は
環
境
を
楽

し
み
な
が
ら
練
習
で
き
る
」
「
空
気
も
お

い
し
く
、
最
高
の
キ
ャ
ン
プ
条
件
」
と
い

う
評
価
を
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
新
潟
で
の
初
戦
、
対
メ
キ
シ
コ

戦
の
日
照
条
件
を
想
定
し
て
、
ゴ
ー
ル
の

方
位
を
新
潟
ス
タ
ジ
ア
ム
「
ビ
ッ
グ
ス
ワ

ン
」
に
合
わ
せ
て
ほ
し
い
な
ど
の
要
望
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
練
習
場
に
つ
い
て
出
さ

れ
た
細
か
な
課
題
は
本
番
ま
で
に
、
す
べ

て
解
決
さ
れ
ま
す
。

練
習
環
境
に
最
高
の
評
価

Vol . 8

キャンプ期間：５月20日B～６月２日A

十
日
町
キ
ャ
ン
プ
推
進
本
部
と
ク
ロ
ア
チ
ア
が
契
約

キ
ャ
ン
プ
期
間
中
の
催
し

主
な
契
約
内
容

スレブリッチ事務局長とチーム通訳のサーニャさん

ク
ロ
ア
チ
ア
代
表
の
勝
利
を
祈
っ
て
、

市
内
の
小
学
校
20
校
・
約
２
、
５
０
０
人

が
５
、
０
０
０
個
を
目
標
に
紅
白
の
折
り

鶴
の
製
作
に
励
ん
で
い
ま
す
。

紅
白
は
、
日
本
で
は
お
祝
い
の
と
き
に

使
わ
れ
る
め
で
た
い
色
で
す
。
ま
た
ク
ロ

ア
チ
ア
人
に
と
っ
て
も
、
国
旗
の
中
央
に

描
か
れ
て
い
る
市
松
模
様
「
シ
ャ
ホ
ブ
ニ

ツ
ァ
」
を
連
想
す
る
色
で
す
。

シ
ャ
ホ
ブ
ニ
ツ
ァ
は
、
中
世
の
ク
ロ
ア

チ
ア
王
国
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
民
族
の
象

徴
で
あ
り
、
現
在
も
代
表
チ
ー
ム
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
手
で
折
ら
れ
た
鶴
は
、

ク
ロ
ア
チ
ア
キ
ャ
ン
プ
推
進
本
部
で
市
松

模
様
に
束
ね
た
後
、
小
学
生
代
表
が
代
表

チ
ー
ム
に
手
渡
す
予
定
で
す
。

製
作
に
参
加
し
た
中
条
小
学
校
５
年
の

綱
優
子
さ
ん
は
「
教
室
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
調
べ
た
ら
、
ク
ロ
ア
チ
ア
は
日
本
よ

り
も
狭
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
小
さ

い
国
だ
け
ど
、
千
羽
鶴
を
見
て
が
ん
ば
っ

て
ほ
し
い
」と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
作
っ
た
紅
白
の
千
羽
鶴

は
、試
合
当
日
に
ベ
ン
チ
に
持
ち
込
ま
れ
、

テ
レ
ビ
を
通
じ
て
全
世
界
の
人
々
に
紹
介

さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ク
ロ
ア
チ
ア
キ
ャ
ン
プ
推
進
本
部
で

は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
代
表
が
よ
り
良
い
環
境

の
中
で
練
習
し
、
好
成
績
が
あ
げ
ら
れ
る

よ
う
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
、
市
民
総
ぐ
る

み
で
物
心
両
面
の
応
援
を
す
る
た
め
、
募

金
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

中
間
状
況
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

３
月
下
旬
に
活
動
を
開
始
し
て
以
来
、

個
人
か
ら
の
募
金
と
企
業
・
団
体
か
ら
の

協
賛
金
を
合
わ
せ
て
、
約
１
、
３
０
０
万

円
（
５
月
１
日
現
在
）
の
ご
入
金
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

大
変
厳
し
い
経
済
状
況
に
も
か
か
わ
ら

ず
ご
厚
意
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆

様
、
企
業
・
団
体
の
皆
様
に
、
心
よ
り
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
募
金
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、

５
月
31
日
f

ま
で
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
け
る
皆
様
か
ら

は
、
引
き
続
き
、
左
記
口
座
へ
の
振
り
込

み
や
、
市
街
地
商
店
に
配
置
さ
れ
た
募
金

箱
へ
の
入
金
な
ど
で
ご
協
力
を
い
た
だ
き

た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

■
募
金
振
込
先
＝
第
四
銀
行
十
日
町
支
店

普
通
預
金
１
４
２
０
０
７
０
「
２
０
０
２

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ク
ロ
ア
チ
ア

代
表
チ
ー
ム
十
日
町
キ
ャ
ン
プ
推
進
委
員

会
事
務
局
長
　
上
村
良
一
」

■
問
合
せ
＝
ク
ロ
ア
チ
ア
キ
ャ
ン
プ
推
進

本
部
（
1
57
│
６
５
５
５
）

間近に迫ったクロアチアキャンプを成功させよう

と、４月27日gに情報館で「第２回ボランティアの

つどい」が開催されました。この日は、ボランティア

に参加する90人が一堂に会し、通訳・案内所・警

備・施設など各部会の役割について説明を受けた後、

簡単なクロアチア語の練習、部会ごとの説明会などが

行われました。

質疑応答では「宿の空き情報を来訪者に迅速に伝え

るにはどうしたらよいか」「クロアチア語による想定

応答集を作ってはどうか」「セキュリティのためのＡ

Ｄカードは色をはっきり分けてはどうか」など積極的

な質問が数多く出されました。事務局では、前向きな

提案をキャンプ本番で数多く取り入れたいと考えてい

ます。

またボランティアには、４月末までに210人の皆さ

んが登録してくれました。中には北海道や兵庫など遠

方から参加する人もいます。世紀の催し、ワールドカ

ップキャンプの成功に向けて、準備が着々と進められ

ています。

本番に向け準備着々

第２回ボランティアのつどい

勝
利
を
願
い
小
学
生
が
千
羽
鶴
製
作

募
金
活
動
中
間
報
告

折り鶴制作に励むこどもたち（中条小学校５年生）

公開練習について
キャンプ地は、チーム側の判断で一般に公開

される以外は、非公開が原則となっています。

また、公開練習においても、警備・安全上

の理由から、観客用スタンドに立ち入る人数

に制限がかかります。

公開練習の日程・入場方法については後日

お知らせします。
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昨
年
か
ら
増
築
工
事
を
進
め
て
い
た
、
当

間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
「
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
別
館
」

が
完
成
し
、
４
月
26
日
f
に
正
式
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

４
月
21
日
a
の
内
覧
会
で
朝と
も

長な
が

社
長
は

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
や
夏
休
み
な
ど
は

満
員
で
、
年
間
３
万
人
の
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち

が
あ
り
、
別
館
の
完
成
に
よ
り
こ
れ
を
緩
和

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
集
客
に
は
口
コ

ミ
が
重
要
な
の
で
皆
様
か
ら
も
宣
伝
い
た
だ

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

別
館
は
、
７
階
建
て
で
最
上
階
に
展
望
風

呂
を
配
置
、
２
０
４
人
の
宿
泊
客
を
収
容
で

き
、
本
館
と
あ
わ
せ
て
５
０
４
人
の
宿
泊
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
首
都
圏
や
県
内
外
を

中
心
に
、
さ
ら
な
る
交
流
人
口
の
増
加
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
別
館
は
、
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
に
出
場
す
る
ク
ロ
ア
チ
ア
代
表
チ
ー
ム
が

５
月
20
日
b
か
ら
６
月
２
日
a
ま
で
の
キ
ャ

ン
プ
期
間
、宿
泊
施
設
と
し
て
利
用
し
ま
す
。

ク
ロ
ア
チ
ア
キ
ャ
ン
プ
は
、
当
間
高
原
リ

ゾ
ー
ト
、
ひ
い
て
は
十
日
町
市
を
世
界
に
紹

介
す
る
絶
好
の
機
会
に
な
り
ま
す
。

十日町小学校が文部科学大臣賞受賞

十日町小学校（町田昌校長）が、第44回創意工夫育成功

労学校として文部科学大臣賞を受賞しました。全国で31校

（小学校19、中学校12）、県内では唯一の受賞です。

十小では、学校の畑に近づくカラスを退治するため、全

校児童で廃物のペットボトルやＣＤなどを利用して風車を

製作しました。子どもたちと先生、保護者による工夫を凝

らしたペットボトル風車の取り組みが高く評価されました。

クリーン作戦2002春

４月29日（みどりの日）、今年で６回目となるクリーン作

戦が、各町内や利用者が多くごみが投棄されやすい箇所で行

われました。メイン会場となった妻有大橋下の信濃川河川敷

には約400人が参加しました。

参加者は、ごみ袋を片手に約１時間にわたって清掃作業を

行い、「燃やすごみ」「資源物」「埋立てごみ」に分別しまし

た。作業終了後には、参加者全員に花の苗が贈られました。

こどもの日少年野球教室

こどもの日の５月５日、6全国野球振興会主催の少年野球

教室が笹山野球場で行われました。県内出身の関本四十四さ

ん（元巨人）や大滝信孝さん（元ロッテ）など元プロ野球選

手６人を講師に迎えた野球教室には、郡市内の小・中学生約

３３０人が参加しました。南中学校３年の大平孝幸君は、

「とてもためになりました。自分たちのレベルを上げるいい

機会です」とプロの指導を受けた感想を話していました。

５
月
４
日
g
、
枯
木
又
地
区
の
地
域

活
性
化
交
流
施
設
「
の
っ
と
こ
い
」
の

し
ゅ
ん
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
の
っ
と
こ
い
」
は
、
豊
か
な
自
然

の
中
で
地
域
内
外
の
人
が
共
生
・
交
流

す
る
新
た
な
む
ら
づ
く
り
の
拠
点
と
し

て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

「
枯
木
又
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
や

「
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
棚
田
サ
ポ
ー
タ
ー
」

な
ど
、
農
業
生
産
活
動
と
結
び
つ
い
た

交
流
拠
点
と
し
て
の
利
用
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

「
の
っ
と
こ
い
」
オ
ー
プ
ン

４
月
25
日
e
、
ほ
く
ほ
く
線
し
ん
ざ

駅
に
自
動
券
売
機
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

自
動
券
売
機
で
発
売
さ
れ
る
区
間

は
、
ほ
く
ほ
く
線
全
駅
の
ほ
か
、
上
越

線
上
り
方
面
の
越
後
湯
沢
と
下
り
方
面

の
八
色
ま
で
、
信
越
線
上
り
方
面
の
高

田
と
下
り
方
面
の
柿
崎
ま
で
の
片
道
乗

車
券
で
す
。

し
ん
ざ
駅
は
開
業
以
来
、
通
勤
・
通

学
な
ど
の
利
用
客
が
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

し
ん
ざ
駅
に
自
動
券
売
機

tokamachi topics tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、企画人事課広報広聴係
（157─3111内線213）へ、お気軽に
お寄せください。

当間高原リゾート「ベルナティオ別館」が完成

完成したホテル別館

エントランスホール
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「
リ
ハ
ビ
リ
」
と
い
う
言
葉
を
聞

い
た
と
き
、
ど
ん
な
こ
と
を
想
像
し

ま
す
か
？

リ
ハ
ビ
リ
と
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の
略
で
、
日
本
語
で
は
「
更
生
」

と
訳
さ
れ
ま
す
。
も
と
も
と
機
能
訓

練
と
い
う
意
味
は
な
く
、
「
刑
期
を

終
え
て
社
会
復
帰
す
る
」
「
障
害
を

持
つ
人
が
社
会
復
帰
す
る
」
な
ど
の

意
味
が
あ
り
ま
す
。

一
般
的
に
は
、
病
気
や
事
故
後
な

ど
に
、理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
、

言
語
聴
覚
士
の
も
と
、
病
院
で
訓
練

を
す
る
こ
と
が
リ
ハ
ビ
リ
と
考
え
ら

れ
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
い
く
ら
病
院
で
リ
ハ
ビ

リ
を
し
て
も
病
気
の
治
り
方
は
さ
ま

ざ
ま
で
、
す
べ
て
の
人
が
病
気
に
か

か
る
前
の
状
態
に
戻
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

病
気
以
前
の
状
態
に
戻
ら
ず
自
宅

に
帰
る
と
、身
体
的
な
問
題
（
ま
ひ
・

関
節
の
拘
縮
・
筋
力
低
下
な
ど
）や
、

物
理
的
な
環
境
の
問
題
（
段
差
・
和

式
の
生
活
・
雪
国
特
有
の
高
床
式
の

住
環
境
な
ど
）
に
よ
り
、
日
常
生
活

が
困
難
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

残
っ
た
機
能
を
最
大
限
に
い
か
し

て
生
活
を
送
る
こ
と
も
リ
ハ
ビ
リ
と

言
え
ま
す
。

①
残
っ
た
機
能
を
使
い
、
で
き
る
こ

と
は
す
る
。
で
き
な
い
も
の
は
ど

う
し
た
ら
で
き
る
の
か
考
え
、
や

り
方
を
工
夫
し
た
り
、
道
具
（
自

助
具
・
補
装
具
な
ど
）
の
利
用
を

考
え
た
り
す
る

②
使
え
る
制
度
を
上
手
に
使
い
、
生

活
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
く

③
家
族
や
周
り
の
人
も
い
っ
し
ょ
に

考
え
、
協
力
す
る

リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
は
、
市
の
理

学
療
法
士
や
保
健
師
、
地
域
の
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
身
近
な
専

門
家
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

生
活
こ
そ
が
リ
ハ
ビ
リ
！

困
っ
た
と
き
は
相
談
を
！

大
切
な
こ
と
は
？

リ
ハ
ビ
リ
と
は
？

2

相
撲
を
続
け
る
た
め
に
進
学
し
た
日
本
体

育
大
学
を
昨
年
卒
業
し
、
十
日
町
に
戻
っ
て

き
ま
し
た
。
今
年
４
月
か
ら
、
県
の
ス
ポ
ー

ツ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
小
千
谷
市
体
育
協

会
に
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
に
小
・
中
・
高
校
生
な
ど
ジ
ュ
ニ
ア
の

育
成
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

は
、
１
度
言
っ
て
も
す
ぐ
に
で
き
ず
、
な
か

な
か
思
う
よ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

頭
ご
な
し
に
言
っ
て
も
理
解
し
て
く
れ
な
い

た
め
、
理
論
的
に
、
順
序
良
く
、
と
き
に
は

や
っ
て
見
せ
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

週
に
３
・
４
日
は
十
日
町
の
武
道
館
に
も

顔
を
出
し
て
い
ま
す
。
昨
年
、
十
日
町
の
子

ど
も
た
ち
が
久
し
ぶ
り
に
全
国

大
会
に
出
場
し
た
と
き
は
、
う

れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

父
親
の
影
響
か
ら
、
物
心
つ

い
た
こ
ろ
か
ら
相
撲
を
し
て
い

ま
し
た
。
小
さ
い
こ
ろ
は
嫌
い

で
し
た
が
、
高
校
・
大
学
で
結

果
が
出
せ
た
の
で
、
だ
ん
だ
ん

楽
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

将
来
の
夢
は
、
先
生
に
な
る

こ
と
で
す
。
中
学
・
高
校
の
体

育
教
師
は
採
用
が
少
な
く
、
狭

き
門
で
す
が
、
今
ま
で
培
っ
た
自
分
の
経
験

を
い
か
し
、
強
い
選
手
を
育
て
て
み
た
い
で

す
ね
。

村山智明さん
1979年生

新潟県体育協会勤務

庭
野
辰
雄
さ
ん（
島
）

今
は
き
も
の
自
体
着
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
着
な
い
も
の
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

十
日
町
の
厳
し
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

「
物
心
つ
い
た
こ
ろ
か
ら
相
撲
を
し
て
ま
し
た
」

青
春

リ
レ
ー

先月の村山恵美さんからバトンタッチ。86

二

う
ち
の
め
ご
ち
ゃ
ん
募
集
中
で
す
。

カブトライジャーが大好きな風
か

生
い

ちゃんはヤンチャ盛り。妹の茉
ま

結
ゆ

ちゃん

（１歳４か月）といっしょに、朝から晩まで外で遊んでいます。休みの日はお

じいちゃんとお父さんのお手伝い。３人ともつなぎを着て日曜大工です。

あべ　かいちゃん　平成11年８月18日生まれ　袋町西

阿
部
　
風
生
ち
ゃ
ん

昭
和
25
年
、
家
族
で
絣
く
び
り
加
工
を
始

め
ま
し
た
。
業
者
も
生
産
量
も
ま
だ
ま
だ
少

な
い
時
代
で
し
た
。
く
び
り
は
す
べ
て
手
作

業
で
し
た
が
、
30
年
こ
ろ
、
初
め
て
機
械
を

導
入
し
ま
し
た
。
当
時
、
十
日
町
の
く
び
り

加
工
で
は
、
う
ち
が
一
番
大
き
か
っ
た
ん
じ

ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
後
、
時
代
は
く
び
り
か
ら
捺な
つ

染せ
ん

へ
と

変
わ
り
ま
し
た
。
個
人
の
つ
て
を
た
ど
っ
て

足
利
や
伊
勢
崎
か
ら
職
人
を
招
き
、
技
術
的

な
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
が
十
日
町
に

根
づ
い
た
ん
で
す
ね
。

昭
和
40
年
代
に
入
る
と
寝
る
暇
も
な
く
、

最
盛
期
に
は
従
業
員
が
数
十
人
ほ
ど
に
も
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
相
次
ぐ
先
方
の
倒
産

や
女
房
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
平
成

５
年
に
商
売
を
や
め
ま
し
た
。

昭
和
58
年
度
認
定
の
伝
統
工
芸
士
第
１
期

生
で
す
。
当
時
は
筆
記
試
験
の
た
め
に
必
死

で
勉
強
し
ま
し
た
。
ま
た
、
実
技
試
験
が
厳

し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

十
日
町
が
織
物
で
生
計
を
立
て
る
に
は
、

み
ん
な
が
も
っ
と
き
も
の
を
着
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
す
。
昔
は
み
ん
な
が
着
て
い
た
の

で
、
い
く
ら
で
も
売
れ
た
ん
で
す
。
洋
服
感

覚
で
簡
単
に
着
ら
れ
る
、
自
慢
し
た
く
な
る

よ
う
な
き
も
の
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
言
う
の
は
簡
単
だ
け
ど
実
行
す
る
の
は

難
し
い
で
す
ね
。

昭
和
３
年
生
ま
れ
の
73
歳
　
昭
和
25
年
こ
ろ
兄

弟
と
と
も
に
絣
く
び
り
加
工
を
始
め
、
昭
和
46

年
に
㈲
庭
野
加
工
設
立
　
昭
和
58
年
度
、
十
日

町
絣
染
色
部
門
の
伝
統
工
芸
士
に
認
定
さ
れ
る
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仲
間
づ
く
り
を
し
な
が
ら
、
楽
し

く
子
育
て
し
ま
せ
ん
か
。
お
子
さ
ん

は
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
お
預
か
り

し
ま
す
。
■
日
時
＝
７
月
ま
で
の
毎

月
第
２
・
４
火
曜
日
（
全
６
回
）
、

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
■
会
場
＝
公

民
館
本
館
■
対
象
＝
６
〜
12
か
月
の

お
子
さ
ん
の
お
母
さ
ん
■
問
合
せ
＝

公
民
館
本
館
（
1
57
│
５
０
１
１
）

■
日
時
＝
６
月
２
日
a
〜
４
日
c
午

前
９
時
〜
午
後
７
時
（
最
終
日
は
午

後
５
時
ま
で
）
※
２
日
a
午
後
２
時

30
分
〜
３
時
30
分
、
会
長
に
よ
る
作

品
批
評
会
を
行
い
ま
す
■
会
場
＝
サ

ン
ク
ロ
ス
十
日
町
■
問
合
せ
＝
島
田

鉄
夫
（
1
57
│
８
５
８
８
）

地
元
シ
ェ
フ
の
会
「
和な
ご

み
の
れ
ん

会
」
会
員
を
講
師
に
迎
え
、
旬
の
食

材
を
生
か
し
た
春
の
メ
ニ
ュ
ー
（
海

鮮
コ
ロ
ッ
ケ
ほ
か
）
を
作
り
ま
す
。

■
日
時
＝
５
月
29
日
d
午
前
10
時
〜

正
午
■
会
場
＝
東
北
電
力
㈱
十
日
町

営
業
所
■
定
員
＝
18
人
（
申
込
多
数

の
場
合
抽
選
）■
参
加
費
＝
５
０
０

円
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
５
月
23
日

e
ま
で
に
、
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営

業
所
（
1
52
│
３
１
０
７
）

市
内
出
身
の
オ
カ
リ
ナ
奏
者
・
五

十
嵐
正
子
さ
ん
を
中
心
に
、
ギ
タ

ー
・
ピ
ア
ノ
・
朗
読
で
つ
づ
る
音
の

世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
ク
ロ

ア
チ
ア
の
歌
も
紹
介
し
ま
す
。
■
日

時
＝
５
月
26
日
a
午
前
11
時
〜
正
午

※
大
雨
の
場
合
は
中
止
■
会
場
＝
星

と
森
の
詩
美
術
館
・
野
外
■
入
場

料
＝
無
料
■
問
合
せ
＝
星
と
森
の
詩

美
術
館
（
1
52
│
７
２
０
２
）

さ
つ
ま
い
も
を
育
て
て
み
ま
し
ょ

う
。
■
日
時
＝
６
月
１
日
g
午
前
９

時
〜
※
い
も
ほ
り
は
９
月
28
日
g
に

行
う
予
定
で
す
■
集
合
場
所
＝
市
役

所
前
■
対
象
＝
小
学
生
■
定
員
＝
30

人
■
参
加
費
＝
５
０
０
円
■
申
込

み
・
問
合
せ
＝
５
月
20
日
b
ま
で
に
、

公
民
館
本
館（
1
57
│
５
０
１
１
）

■
日
時
＝
５
月
25
日
g
午
後
６
時
30

分
〜
■
会
場
＝
円
通
寺（
中
条
中
町
）

■
入
場
料
＝
１
、２
０
０
円
■
問
合
せ

＝
ほ
ん
や
ら
洞（
1
52
│
０
４
６
１
）

市
内
在
住
の
画
家
阿
部
正
明
さ
ん

の
作
品
展
で
す
。
■
期
間
＝
５
月
26

日
a
ま
で
※
月
曜
日
は
休
館
■
開
館

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）
■
会

場
＝
塩
沢
町
立
今
泉
博
物
館
■
入
場

料
＝
小
・
中
・
高
校
生
‥
２
５
０

円
、
一
般
‥
５
０
０
円
■
問
合
せ
＝

塩
沢
町
立
今
泉
博
物
館
（
1
０
２
５

７
│
83
│
４
５
０
０
）

■
日
時
＝
６
月
12
日
d
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時
、
13
日
e
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
５
時
、
14
日
f
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時
■
会
場
＝
サ
ン

ク
ロ
ス
十
日
町
■
受
講
料
＝
１
５
、

０
０
０
円
■
用
意
す
る
も
の
＝
教

本
、
テ
キ
ス
ト
、
筆
記
用
具
■
申
込

み
・
問
合
せ
＝
５
月
31
日
f
ま
で
に

調
理
師
会
事
務
局
（
十
日
町
健
康
福

祉
事
務
所
内
1
57
│
０
８
８
５
）

青
少
年
育
成
十
日
町
市
民
会
議
で

は
、
新
潟
県
健
康
開
発
財
団
参
与
の

荒
木
快
英
氏
を
講
師
に
迎
え
、
講
演

会
を
行
い
ま
す
。
■
日
時
＝
５
月
21

日
c
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
■
会

場
＝
市
民
会
館
■
入
場
料
＝
無
料
■

問
合
せ
＝
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
1

57
│
４
３
９
５
）

■
日
時
＝
６
月
７
日
〜
８
月
９
日
の

毎
週
金
曜
日
（
全
10
回
）、
午
後
７

時
30
分
〜
９
時
■
会
場
＝
公
民
館
本

館
■
参
加
費
＝
３
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
、
当
日
徴
収
）
■
申
込
み
・
問

合
せ
＝
５
月
31
日
f
ま
で
に
十
日
町

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
1
50
│
５
０

１
０
）

手
話
に
興
味
の
あ
る
団
体
や
会
社

な
ど
手
話
サ
ー
ク
ル
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。
■
問
合
せ
＝
十
日
町
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
1
50
│
５
０
１
０
）

電
気
の
基
礎
知
識
を
教
わ
っ
た

り
、
施
設
見
学
や
料
理
実
習
を
楽
し

ん
だ
り
し
ま
せ
ん
か
。
昼
間
と
夜
間

の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
■
期
間
＝

６
月
〜
10
月
ま
で
の
毎
月
第
３
木
曜

日
（
８
月
は
第
５
木
曜
日
、
全
５
回
）、

昼
間
‥
午
前
10
時
〜
、
夜
間
‥
午
後

６
時
30
分
〜
■
会
場
＝
東
北
電
力
㈱

十
日
町
営
業
所
■
受
講
料
＝
２
、
０

０
０
円
■
定
員
＝
各
15
人
■
申
込

み
・
問
合
せ
＝
６
月
14
日
f
ま
で
に

東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
（
1
52

│
３
１
０
７
）

「
走
る
」「
跳
ぶ
」「
投
げ
る
」
の

基
本
的
動
き
を
、
陸
上
競
技
遊
び
を

通
し
て
学
び
ま
す
。
■
日
時
＝
５
月

〜
15
年
３
月
ま
で
の
毎
月
第
２
・
４

土
曜
日
、
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分
■
会
場
＝
陸
上
競
技
場
※
降
雪
期

は
総
合
体
育
館
■
対
象
＝
小
学
生
■

参
加
費
＝
年
額
３
、
０
０
０
円
（
当

日
徴
収
）
■
申
込
み
＝
当
日
会
場
で

■
問
合
せ
＝
十
日
町
市
陸
上
競
技
協

会
・
福
崎
（
1
０
９
０
│
３
７
５
０

│
６
４
０
６
）

■
対
象
＝
①
公
認
審
判
員
資
格
取
得

希
望
者
（
18
歳
以
上
）
②
公
認
審
判

員
資
格
者
③
陸
上
競
技
に
興
味
の
あ

る
人
■
期
日
＝
５
月
19
日
a
午
前
９

時
〜
午
後
１
時
■
会
場
＝
総
合
体
育

館
■
講
師
＝
角
山
俊
文
氏
■
受
講
料

＝
市
陸
上
競
技
協
会
会
員
‥
５
０
０

円
、
一
般
‥
１
、
０
０
０
円
（
当
日

徴
収
）
■
そ
の
他
＝
事
前
申
込
不
要
、

公
認
審
判
員
は
審
判
員
証
・
規
則
書

を
持
参
■
問
合
せ
＝
十
日
町
市
陸
上

競
技
協
会
・
金
沢
修
二
（
夜
間
1
58

│
４
０
７
１
）

■
物
件
＝
黒
沢
県
営
住
宅
１
戸
（
昭

和
47
年
度
建
設
、
簡
易
耐
火
構
造
２

階
建
）
■
間
取
り
＝
６
帖
３
室
、
３

帖
１
室
、
D
K
■
家
賃
＝
１
９
、
６

０
０
円
〜
４
３
、
０
０
０
円
■
募
集

期
間
＝
５
月
13
日
b
〜
24
日
f
■
申

込
み
・
問
合
せ
＝
入
居
資
格
な
ど
申

込
み
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
建
設
課
克
雪
利
雪
対
策
室
建
築

住
宅
係
（
内
線
２
７
４
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

20
万
本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
び

ら
が
空
か
ら
ふ
り
そ
そ
ぐ
、
第
２
回

大
地
の
芸
術
祭
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
。
当

日
使
用
す
る
た
め
に
保
管
し
て
あ
る

花
を
、
花
び
ら
に
ほ
ぐ
す
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
■
日
時

＝
５
月
17
日
f
午
前
９
時
〜
午
後
６

時
※
雨
天
決
行
、
都
合
の
つ
く
時
間

で
の
参
加
も
可
■
会
場
＝
Ｊ
Ａ
十
日

町
・
中
里
営
農
セ
ン
タ
ー
切
花
・
球

根
貯
蔵
施
設
敷
地
内
（
中
里
中
学
校

裏
）
※
屋
外
作
業
で
す
■
交
通
手
段

＝
駐
車
場
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
乗

り
合
わ
せ
な
ど
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

交
通
手
段
の
な
い
人
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
■
そ
の
他
＝
終
日
参
加
の
人
に

は
昼
食
を
用
意
し
ま
す
。
軍
手
・
雨

具
な
ど
は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ

い
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
交
通
手
段
、
協
力

で
き
る
時
間
を
十
日
町
地
域
広
域
事

務
組
合
（
1
57
│
２
６
３
７
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
57
│
２
２
８
５
）
へ

信
濃
川
ま
た
は
魚
野
川
の
モ
ニ
タ

ー
を
募
集
中
で
す
。
■
応
募
資
格
＝

満
20
歳
以
上
の
健
康
な
人
で
、
川
に

接
す
る
機
会
が
多
く
、
河
川
愛
護
に

関
心
の
あ
る
人
■
任
期
＝
７
月
１
日

a
か
ら
１
年
間
■
募
集
人
数
＝
若
干

名
■
応
募
締
切
＝
６
月
３
日
b
■
応

募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

の
い
ず
れ
か
で
資
料
を
請
求
し
て
く

だ
さ
い
■
応
募
（
資
料
請
求
）
先
・

問
合
せ
＝
国
土
交
通
省
信
濃
川
工
事

事
務
所
占
用
調
整
課
「
河
川
愛
護
モ

ニ
タ
ー
募
集
」
係
（
〒
９
４
０
│
０

０
９
８
長
岡
市
信
濃
１
│
５
│
30
1

０
２
５
８
│
32
│
３
０
２
０
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
５
８
│
34
│
９
０
４
０
）

児
童
手
当
（
特
例
給
付
を
含
む
）

は
、
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を
養

育
し
、
所
得
が
一
定
額
に
満
た
な
い

人
に
申
請
し
た
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。
現
在
児
童
手
当
を
受
け
て
い

な
い
人
（
昨
年
所
得
制
限
で
非
該
当

に
な
っ
た
人
を
含
む
）
で
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
人
は
、
５
月
中
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。（
公
務
員
は
勤
務

先
へ
）
■
児
童
手
当
の
月
額
＝
▼
１

人
目
・
２
人
目
‥
各
５
、
０
０
０
円

▼
３
人
目
以
降
‥
１
人
に
つ
き
各
１

０
、
０
０
０
円
■
問
合
せ
＝
市
民
生

活
課
国
民
年
金
係
（
内
線
１
５
１
）

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

体
験
料
理
教
室

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

阿
部
正
明
作
品
展

〜
心
象
風
景
の
世
界
〜

十
日
町
市
書
道
協
会
展

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

な
る
ほ
ど
！
電
気
教
室

児
童
手
当
の
お
知
ら
せ

と
お
か
ま
ち
生
活
学
校

ふ
れ
あ
い
農
園
生
募
集

星
と
森
の
詩
美
術
館

森
の
朝
コ
ン
サ
ー
ト

初
級
手
話
講
座

子
育
て
教
室

「
す
こ
や
か
ラ
ン
ド
」

青
少
年
健
全
育
成
講
演
会

「
輝
い
て
生
き
る
」

出
前
手
話
講
座

調
理
師
試
験
準
備
講
習
会

花
び
ら
ほ
ぐ
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

陸
上
競
技
審
判
講
習
会

笹
山
じ
ょ
う
も
ん
市
協
賛

邦
楽
ラ
イ
ブ
〜
音
の
風
景
〜

Ｔ
Ａ
Ｃ

た
っ
く

陸
上
競
技
教
室

他
国
か
ら
十
日
町
へ
い
ら
し
た
皆
さ
ん
へ

『
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
日
本
語
ひ
ろ
ば
』

〜

保
育
ル
ー
ム
を
ご
用
意
し
ま
す

〜

他
国
か
ら
十
日
町
へ
い
ら
し
た
皆
さ
ん
へ

『
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
日
本
語
ひ
ろ
ば
』

〜

保
育
ル
ー
ム
を
ご
用
意
し
ま
す

〜

他
国
か
ら
十
日
町
へ
い
ら
し
た
皆
さ
ん
へ

『
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
日
本
語
ひ
ろ
ば
』

〜

保
育
ル
ー
ム
を
ご
用
意
し
ま
す

〜

他
国
か
ら
十
日
町
へ
い
ら
し
た
皆
さ
ん
へ

『
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
日
本
語
ひ
ろ
ば
』

〜

保
育
ル
ー
ム
を
ご
用
意
し
ま
す

〜

他
国
か
ら
十
日
町
へ
い
ら
し
た
皆
さ
ん
へ

『
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
日
本
語
ひ
ろ
ば
』

〜

保
育
ル
ー
ム
を
ご
用
意
し
ま
す

〜

他
国
か
ら
十
日
町
へ
い
ら
し
た
皆
さ
ん
へ

『
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
日
本
語
ひ
ろ
ば
』

〜

保
育
ル
ー
ム
を
ご
用
意
し
ま
す

〜

他
国
か
ら
十
日
町
へ
い
ら
し
た
皆
さ
ん
へ

『
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
日
本
語
ひ
ろ
ば
』

〜

保
育
ル
ー
ム
を
ご
用
意
し
ま
す

〜

他
国
か
ら
十
日
町
へ
い
ら
し
た
皆
さ
ん
へ

『
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
日
本
語
ひ
ろ
ば
』

〜

保
育
ル
ー
ム
を
ご
用
意
し
ま
す

〜

他
国
か
ら
十
日
町
へ
い
ら
し
た
皆
さ
ん
へ

『
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
日
本
語
ひ
ろ
ば
』

〜

保
育
ル
ー
ム
を
ご
用
意
し
ま
す

〜

他
国
か
ら
十
日
町
へ
い
ら
し
た
皆
さ
ん
へ

『
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
日
本
語
ひ
ろ
ば
』

〜

保
育
ル
ー
ム
を
ご
用
意
し
ま
す

〜

他
国
か
ら
十
日
町
へ
い
ら
し
た
皆
さ
ん
へ

『
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
日
本
語
ひ
ろ
ば
』

〜

保
育
ル
ー
ム
を
ご
用
意
し
ま
す

〜

他
国
か
ら
十
日
町
へ
い
ら
し
た
皆
さ
ん
へ

『
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
日
本
語
ひ
ろ
ば
』

〜

保
育
ル
ー
ム
を
ご
用
意
し
ま
す

〜

他
国
か
ら
十
日
町
へ
い
ら
し
た
皆
さ
ん
へ

『
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
日
本
語
ひ
ろ
ば
』

〜

保
育
ル
ー
ム
を
ご
用
意
し
ま
す

〜

他
国
か
ら
十
日
町
へ
い
ら
し
た
皆
さ
ん
へ

『
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
日
本
語
ひ
ろ
ば
』

〜

保
育
ル
ー
ム
を
ご
用
意
し
ま
す

〜

他
国
か
ら
十
日
町
へ
い
ら
し
た
皆
さ
ん
へ

『
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
日
本
語
ひ
ろ
ば
』

〜

保
育
ル
ー
ム
を
ご
用
意
し
ま
す

〜

他
国
か
ら
十
日
町
へ
い
ら
し
た
皆
さ
ん
へ

『
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
日
本
語
ひ
ろ
ば
』

〜

保
育
ル
ー
ム
を
ご
用
意
し
ま
す

〜

他
国
か
ら
十
日
町
へ
い
ら
し
た
皆
さ
ん
へ

『
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
日
本
語
ひ
ろ
ば
』

〜

保
育
ル
ー
ム
を
ご
用
意
し
ま
す

〜

「
ち
ょ
っ
と
話
し
て
み
る
こ
と
」

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
第
一

歩
で
す
。
十
日
町
地
域
で
快
適
に

生
活
す
る
た
め
に
、
日
本
や
十
日

町
の
生
活
習
慣
、
歴
史
、
文
化
な

ど
に
触
れ
な
が
ら
「
日
本
語
」
や

「
十
日
町
の
方
言
」
を
マ
ス
タ
ー

し
ま
し
ょ
う
。

「
保
育
ル
ー
ム
」
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

６
月
〜
15
年
３
月
の
毎
月
第

１
・
３
木
曜
日
（
全
22
回
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※
第
１
回
目
は
６
月
６
日
e
で
す
。

■
会
　
場

公
民
館
本
館

■
参
加
費

１
、
０
０
０
円
（
資
料
代
ほ
か
）

■
申
込
み

５
月
31
日
f
ま
で
に
公
民
館
本

館
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
公
民
館
本
館
、
各

地
区
公
民
館
、
情
報
館
、
市
役

所
市
民
生
活
課
に
あ
り
ま
す
。

①
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
！

公
民
館
ス
タ
ッ
フ
と
繰
り
返
し

話
を
し
て
、
お
話
や
聞
き
取
り
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

②
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
！

話
せ
る
人
は
、
ひ
ら
が
な
や
漢

字
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

③
新
し
い
友
だ
ち
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
！

④
子
育
て
の
勉
強
を
し
ま
し
ょ
う
！

⑤
み
な
さ
ん
の
故
郷（
出
身
国
）を

紹
介
し
ま
し
ょ
う
！

⑥
十
日
町
の
多
く
の
人
た
ち
と
交

流
を
持
ち
ま
し
ょ
う
！

■
問
合
せ

公
民
館
本
館
（
1
57-

５
０
１
１
）

み
な
さ
ん
の
希
望
に
あ
わ
せ
て

こ
ん
な
学
習
を
し
ま
し
ょ
う
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ゆずります……
品　　　名 規　格 希望価格

３連式レーフクハロー 20,000円

五 段 ボ ッ ク ス 1,000円

多 目 的 棚 1,000円

津 南 高 校 制 服 男子用160cm 相談で

柔 道 着 中学生用 相談で

エ レ ク ト ー ン 無　料

リ ブ バ ン ド 胸部固定帯 1,000円

スタッドレスタイヤ
４本スチールホイール

195-80
エスクード用 相談で

ラ ジ カ セ 赤色 1,000円

カラーボックス（整理棚付） 赤色 無　料

フ ァ ミ コ ン 本体のみ 無　料

学 習 机 スチール 無　料

冷 　 蔵 　 庫 高110・奥42・
幅45cm 無　料　

フ ァ ン ヒ ー タ ー 中　古 無　料

も ち つ き 機 一升用 無　料

犬　小　屋（大型犬用） 新品同様 相談で

パ イ プ ベ ッ ト 無　料

電 話 機 無　料

ホットカーペット ２畳用　２枚 無　料

電 気 こ た つ 無　料

布 団 乾 燥 機 無　料

ノルディックスキー 女子高生用 無　料

20 0ボルト溶接機 相談で

茶 だ ん す 無　料

マ ホ ー ビ ン 無　料

女性用衣類（和服含む） 無　料

冷蔵庫（シャープ製） 135Ｌ・グレー 10,000円

自 転 車 無　料

裁 ち 台 無　料

一 本 こ て 無　料

オ ル ガ ン 相談で

洋 服 ダ ン ス 縦174・横89cm 無　料

整 理 ダ ン ス 縦135・横89cm 無　料

子 ど も 用 自 転 車 14インチ、サビあり 1,000円

50ｃｃ　バ　イ　ク 相談で

*消費者協会（市民生活課生活環境係内線159）へ

*ゆずります受付開始 5月16日e午前９時

ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください

百科事典・広辞苑 全巻　一般用 相談で

ベ ビ ー ベ ッ ト 相談で

ワ ー プ ロ 相談で

補 聴 器 相談で

畳 ６畳 無　料

電 子 ピ ア ノ 無　料

屋外用バスケットゴール 板だけでも可 相談で

グローブ・ミット 大人用 相談で

50ｃｃ　バ　イ　ク 相談で

カ ー ペ ッ ト 大きさ・しみ
問わず 相談で

ド ラ ム 中学生使用 相談で

ベ ビ ー ベ ッ ト 相談で

ワ ー プ ロ 5,000円位

子 ど も 用 自 転 車 12インチ 相談で

子 ど も 用 剣 道 着 ２枚
130～140cmくらい 相談で

お知らせ・ガイドお知らせ・ガイド

ゆずってください……

白
血
病
な
ど
の
た
め
骨
髄
移
植
を
必

要
と
し
て
い
る
人
は
１
、
６
０
０
人
。

待
ち
続
け
て
い
る
人
た
ち
の
た
め
に
30

万
人
の
登
録
が
必
要
で
す
。
■
日
時
＝

５
月
26
日
a
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
会
場
＝
ジ
ャ
ス
コ
十
日
町
店
内
特

設
会
場
■
そ
の
他
＝
登
録
で
き
る
の

は
20
〜
50
歳
の
健
康
な
人
で
す
。
検

査
用
に
10
cc
の
採
血
を
し
ま
す
。
受

付
か
ら
採
血
ま
で
約
30
分
か
か
り
ま

す
■
申
込
み
＝
当
日
受
付
も
可
能
で

す
が
で
き
る
だ
け
事
前
に
電
話
で
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。
7
骨
髄
移
植
推

進
財
団
（
1
０
１
２
０
│
４
４
５
│

４
４
５
）
■
問
合
せ
＝
に
い
が
た
・

骨
髄
バ
ン
ク
を
育
て
る
会
（
1
０
２

５
│
２
３
３
│
５
９
６
３
）

①
ご
み
収
集
作
業
中
に
発
火
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
ス
プ
レ
ー
缶

は
穴
を
開
け
て
、
缶
類
の
資
源
収

集
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ご
み
や
資
源
物
は
、
自
分
の
町
内

の
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

③
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
や
白
色
ト
レ
ー

な
ど
は
風
の
強
い
日
は
散
乱
し
て

し
ま
い
ま
す
。
収
集
か
ご
に
ネ
ッ

ト
を
か
け
る
な
ど
、
吹
飛
ば
さ
れ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

④
旧
指
定
袋
・
シ
ー
ル
の
使
用
期
限

は
15
年
３
月
31
日
で
す
。

６
月
１
日
現
在
で
、
平
成
14
年
商

業
統
計
調
査
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ

ま
す
。
調
査
の
対
象
は
、
卸
売
・
小

売
業
を
営
む
す
べ
て
の
事
業
所
（
店

舗
）
で
す
。

こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ
い

て
行
わ
れ
る
重
要
な
調
査
で
あ
り
、

提
出
さ
れ
た
調
査
票
を
統
計
上
の
目

的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
で
、
産
業
・
経
済
施
策
の
立

案
や
評
価
・
将
来
展
望
な
ど
の
基
礎

資
料
と
し
て
幅
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

５
月
下
旬
に
、
調
査
員
が
調
査
票

の
記
入
の
お
願
い
に
各
事
業
所
を
訪

問
し
ま
す
。
回
収
は
６
月
１
日
g
以

降
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
■
問
合
せ
＝
総
務

課
文
書
統
計
係
（
内
線
２
２
４
）

６
月
１
日
g
よ
り
、
道
路
交
通
法

の
一
部
が
改
正
に
な
り
ま
す
。
主
な

改
正
点
は
①
悪
質
・
危
険
な
運
転
者

に
対
す
る
罰
金
な
ど
の
強
化
②
運
転

免
許
更
新
の
負
担
軽
減
③
高
齢
者
マ

ー
ク
・
高
齢
者
講
習
の
対
象
年
齢
が

70
歳
に
拡
大
な
ど
で
す
。
詳
し
い
資

料
は
十
日
町
交
通
セ
ン
タ
ー
（
寿
町

１
1
57
│
６
０
５
５
）
に
あ
り
ま
す
。

ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
は
、
ダ
ニ
の
一
種

で
あ
る
ツ
ツ
ガ
ム
シ
幼
虫
に
刺
さ
れ

る
と
感
染
す
る
病
気
で
す
。
人
か
ら

人
へ
は
感
染
し
ま
せ
ん
。
春
（
４
〜

６
月
頃
）
と
秋
に
河
川
敷
や
山
間
地
、

田
畑
で
の
山
菜
採
り
や
農
作
業
中
に

感
染
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

刺
さ
れ
る
と
、
皮
膚
の
柔
ら
か
い
と

こ
ろ
に
特
有
の
刺
し
口
が
見
ら
れ
、

５
〜
14
日
間
の
潜
伏
期
の
後
、
全
身

け
ん
怠
や
食
欲
不
振
・
頭
痛
な
ど
を

伴
う
40
度
近
い
高
熱
が
続
く
な
ど
の

症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。
治
療
が
遅
れ

る
と
生
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
症
状
に
気
付
い
た
ら
す
ぐ
に

医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
■

予
防
方
法
＝
山
林
や
草
や
ぶ
な
ど
に

入
る
と
き
は
①
肌
を
露
出
し
な
い
②

衣
類
を
草
む
ら
に
置
か
な
い
③
直
接

草
む
ら
に
腰
を
お
ろ
さ
な
い
な
ど

【
熊
に
遭
わ
な
い
た
め
に
】
熊
鈴
や

ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
す
る
も
の
を
携
帯

し
、
人
の
存
在
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

一
人
で
の
入
山
は
危
険
で
す
。【
熊

に
遭
遇
し
た
ら
】
大
声
を
出
し
た
り

し
て
、
む
や
み
に
熊
を
刺
激
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
■
問
合
せ
＝

農
林
課
林
政
農
災
係
（
内
線
３
３
５
）

商
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
を

み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う

骨
髄
バ
ン
ク
出
張
登
録
会

ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

道
路
交
通
法
が
変
り
ま
す

ク
マ
に
注
意
！

今
年
の
３
月
分
ま
で
市
で
扱
っ
て

い
た
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
４
月

分
か
ら
国
（
社
会
保
険
事
務
所
）
が

直
接
収
納
す
る
こ
と
に
な
り
、
市
で

は
保
険
料
の
納
入
状
況
の
把
握
が
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
毎
年
、
税
の
申
告
時

に
お
知
ら
せ
し
て
い
た
「
国
民
年
金

保
険
料
納
入
済
額
」
は
、
市
か
ら
通

知
し
ま
せ
ん
。

金
融
機
関
な
ど
で
納
め
た
国
民
年

金
保
険
料
の
領
収
書
を
保
管
し
、
税

の
申
告
（
控
除
）
に
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。
■
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
国

民
年
金
係
（
内
線
１
５
１
）

市
で
は
、「
課
税
明
細
書
」
を
送

付
し
、
固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）

の
内
訳
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
の

「
課
税
明
細
書
」
は
平
成
14
年
１
月

１
日
現
在
で
、
す
べ
て
の
課
税
資
産

を
納
税
義
務
者
ご
と
に
お
知
ら
せ
す

る
も
の
で
す
。
送
付
時
期
は
５
月
中

旬
、
第
１
期
固
定
資
産
税
の
納
税
通

知
書
に
同
封
し
ま
す
。
届
き
ま
し
た

ら
ご
自
分
の
課
税
内
容
を
確
認
し
、

内
容
が
異
な
る
と
き
は
、「
課
税
明
細

書
」「
違
い
が
判
別
で
き
る
書
類
」「
印

鑑
」な
ど
を
持
参
し
、窓
口
ま
で
お
い

で
く
だ
さ
い
。
■
窓
口
・
問
合
せ
＝

税
務
課
資
産
税
係
（
内
線
１
１
１
）

口
座
振
替
で
軽
自
動
車
税
を
納
め

て
い
る
人
の
う
ち
、
６
月
３
日
b
か

ら
10
日
b
ま
で
に
車
検
に
必
要
な
納

税
証
明
書
の
発
行
を
希
望
す
る
人

は
、
お
手
数
で
も
窓
口
に
来
ら
れ
る

前
に
、
次
の
事
項
を
電
話
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
■
お
知
ら
せ
い
た
だ

き
た
い
事
項
＝
①
車
の
所
有
者
（
名

義
人
）
②
車
の
標
識
番
号
■
証
明
書

発
行
に
必
要
な
も
の
＝
印
鑑
（
代
理

人
の
場
合
は
代
理
人
の
印
鑑
も
必

要
）
■
事
前
連
絡
を
お
願
い
す
る
理

由
＝
口
座
振
替
の
場
合
、
期
間
中
は

金
融
機
関
事
務
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処

理
の
都
合
に
よ
り
納
税
確
認
を
即
座

に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
証
明
書
の
発
行
で
皆
さ
ん
を
お

待
た
せ
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
電
話
連
絡
を
い
た
だ
く
こ
と
で

事
前
に
状
況
を
把
握
し
、
窓
口
で
ス

ム
ー
ズ
な
処
理
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
■
問
合
せ
＝
税
務
課
資
産
税

係
（
内
線
１
８
０
）

次
の
場
合
で
一
定
の
要
件
を
満
た

す
場
合
は
、
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ

れ
ま
す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人

は
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
①

身
体
障
害
者
な
ど
が
取
得
ま
た
は
所

有
す
る
軽
自
動
車
②
身
体
障
害
者
で

年
齢
18
歳
未
満
の
人
、
知
的
障
害
者

ま
た
は
精
神
障
害
者
に
あ
っ
て
は
そ

の
人
と
生
計
を
一
に
す
る
人
が
取
得

し
所
有
す
る
軽
自
動
車
■
申
請
期
間

＝
５
月
17
日
f
〜
24
日
f
ま
で
■
申

請
に
必
要
な
も
の
＝
①
身
体
障
害
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
②
運
転
免
許
証
（
障
害

者
に
運
転
免
許
証
が
な
く
、
生
計
を

一
に
す
る
人
が
運
転
す
る
場
合
、
ま

た
は
身
体
障
害
者
な
ど
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
の
人
が
所
有
す
る
軽
自

動
車
を
、
常
時
介
護
す
る
人
が
運
転

し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
人
の
運
転

免
許
証
）
③
印
鑑
④
軽
自
動
車
税
納

税
通
知
書
■
問
合
せ
＝
税
務
課
資
産

税
係
（
内
線
１
８
０
）

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日

f
で
す
。
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
・
相
談
窓
口
＝
十
日
町
県
税

事
務
所
収
税
課
（
1
57
│
５
５
１
３
）

５
月
は
、
３
・
６
・
９
・
12
月
決

算
法
人
の
中
間
ま
た
は
確
定
分
に
か

か
る
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の

申
告
と
納
税
の
月
で
す
。
期
限
内
に

申
告
と
納
税
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
十
日
町
税
務
署
（
1
52

│
３
１
８
１
）

共
通
事
項

・
参
加
企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

・
参
加
企
業
ご
と
の
コ
ー
ナ
ー
（
ブ

ー
ス
）
で
自
由
に
面
接
す
る
方
法

で
行
い
ま
す
。

・
就
職
希
望
者
の
事
前
申
込
み
は
不

用
で
す
。

■
問
合
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

（
1
57
│
２
４
０
７
）

■
日
時
＝
５
月
23
日
e
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
■
就
職
希
望
者
受
付

時
間
＝
午
後
１
時
〜
１
時
30
分
■
会

場
＝
ク
ロ
ス
10
■
対
象
＝
企
業
整
備

離
職
者
な
ど
で
、
一
般
ま
た
は
パ
ー

ト
就
職
希
望
者

■
日
時
＝
６
月
３
日
b
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
■
就
職
希
望
者
受
付

時
間
＝
午
後
１
時
〜
１
時
30
分
■
会

場
＝
ク
ロ
ス
10
■
対
象
＝
来
春
、
大

学
・
短
大
・
各
種
学
校
な
ど
の
卒
業

予
定
者

■十日町地域福祉基金へ＝水沢

商工会（30,000円）柳三代治

（高田町３丁目西、150,000円）

■社会福祉事業へ＝こじま寿司

（高田町１丁目、150,000円）

■情報館へ＝樋口伸一（本町１

丁目東）平野幸作（島）斎木

春美（南鐙坂）上村政基（川

西町）

■博物館へ＝樋口伸一（本町１

丁目東）桾沢幸吉（稲荷町３

丁目本通り）岩田隆（中条上

町）田中マサ（川西町）

寄付ありがとう
４月25日届出分まで（敬称略）

固
定
資
産
税
の
課
税

明
細
書
を
お
送
り
し
ま
す

軽
自
動
車
の
納
税
証
明
書

発
行
は
事
前
連
絡
を

軽
自
動
車
税
が

減
免
に
な
り
ま
す

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

自
動
車
税
は
５
月
　
日

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
31

消
費
税
は
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
保
険
料
の
領
収

書
は
保
管
し
て
く
だ
さ
い

妻
有
の
里

合
同
就
職
面
接
会

十
日
町
地
域
２
０
０
３

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
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◆
久
し
ぶ
り
の
取
材
で
、
黄
綬
褒
章
を
受

章
さ
れ
た
元
農
協
組
合
長
の
小
林
照
一
さ

ん
の
お
宅
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。
前
日

小
雨
の
中
電
話
を
入
れ
る
と
奥
様
が
で
ら

れ
て
「
畑
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
」

と
の
こ
と
。
農
協
へ
の
、
組
合
員
へ
の
、

そ
し
て
農
業
へ
の
想
い
を
静
か
に
熱
く
語

っ
て
く
だ
さ
る
中
に
も
何
度
も
登
場
し
て

き
た
『
土べ

と

』
が
本
当
に
お
好
き
な
ん
だ
と

思
い
ま
し
た
。
「
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
を

あ
た
り
ま
え
に
し
て
き
た
だ
け
」
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
「
そ
れ
が
一
番
む
ず

か
し
い
…
」
と
心
の
中
で
相
づ
ち
を
打
ち

ま
し
た
。

（
田
）

◆
「
一
人
ひ
と
り
を
見
れ
ば
サ
ッ
カ
ー
に

浮
か
れ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
。
だ
け
ど

代
表
チ
ー
ム
が
来
る
と
決
ま
っ
た
か
ら
に

は
、
で
き
る
こ
と
は
し
よ
う
と
思
う
ん
で

す
よ
」
先
日
ク
ロ
ア
チ
ア
キ
ャ
ン
プ
の
取

材
で
聞
か
さ
れ
た
言
葉
で
す
。
ス
ペ
イ

ン
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ク
ロ
ア
チ
ア
が
相
次

い
で
評
価
し
た
十
日
町
の
魅
力
。
ク
ロ
ア

チ
ア
の
ヨ
ジ
ッ
チ
監
督
は
「
市
民
の
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
」
こ
そ
が
最
大
の
魅
力
と
述

べ
て
い
ま
し
た
。「
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
、

そ
し
て
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
た

い
」
そ
ん
な
願
い
が
集
ま
っ
て
、
続
け
ら

れ
た
活
動
が
よ
う
や
く
実
を
結
ぼ
う
と
し

て
い
ま
す
。

（
小
）

■発行/十日町市役所　〒948-8501 新潟県十日町市千歳町3丁目3番地　TEL0257-57-3111 FAX52-4635
Email  info@city.tokamachi.ni igata.jp URL http://www.city.tokamachi.ni igata.jp

■編集/企画人事課広報広聴係

■人　口　43,542人

男　21,318人

女　22,224人

■世帯数　13,148世帯

(＋81）

(＋21）

(＋60）

(＋100）

市民の動き
４月末現在（ ）は前月からの増減

ま
ち
の
文
化
財

妻有の宝物

こちらがほんと国宝指定品には深鉢形土器57点（本指定）のほかに、その付属品として浅
あさ

鉢
ばち

形
がた

土器５点、

土製品類67点、石器・石製品類791点、ベンガラ塊
かたまり

８点（以上、附）も含まれています。

土製品類は、小型土器、土
ど

偶
ぐう

、耳
みみ

飾
かざり

などがあります（写真）。中でも小型の三角形土偶（写

真右側）が特徴的です。これらの土製品は、縄文人の衣服や祭
さい

祀
し

の様子を現在に伝えていま

す。石器には、狩猟・漁猟の道具として石
せき

鏃
ぞく

・石
いし

槍
やり

・石
せき

錘
すい

・浮
う

子
き

、加工する道具として石
いし

錐
きり

・石
せき

斧
ふ

・砥
と

石
いし

、調理の道具として石
いし

匙
さじ

・磨
すり

石
いし

・凹
くぼみ

石
いし

・敲
たたき

石
いし

・石
いし

皿
ざら

などがあります。これら

の石器は、縄文人の道具箱一式です。石製品は、垂
たれ

飾
かざり

・石
せき

棒
ぼう

などがあります。垂飾は首飾

（ペンダント）で、石棒は祭祀に使われた宗教的な道具です。ベンガラ塊は赤色顔料で、土器

に塗ったり化粧などに使われたりしたと考えられています。

国宝というと、前回紹介した火z型土器が注目されていますが、石器・土製品類なども縄文

時代の生活を知る上で重要な手がかりを私たちに与えてくれます。 （文化財課）

編
集
後
記

国宝・笹山遺跡出土品（その2）～ 附
つけたり

871点～

2


